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Cattle and Soil:  
Soil Erosion Discourse and Native Administration in Colonial Kenya
Kusunoki Kazuki*
During the 1930s, British colonial authorities changed their attitudes towards agrarian 
production in Africa. Soil conservation became a fundamental issue in the strategies 
that emerged for African development during this period. The devastation of soil seen 
in the Dust Bowl of the American Midwest during the 1930s impressed the scientists 
and administrators of British colonies, including the Kenya Colony. This paper aims to 
study the formation of the soil erosion discourse, especially its influence on the native 
administration of Kenya, by examining mainly some research papers submitted by 
government committees. The concept of soil erosion that might threaten the future of 
the whole colony allowed colonial scientists and administrators to take a particular 
form of intervention into the affair of native African people. I point out that it is a 
fruitful approach to study the continuity of the colonial rule before and after the Second 
World War to follow the historical transformation in the formation of the soil erosion 
discourse within the native administration policy.
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登場したのかは不明だが，遅くとも 1920年代には議論があったとされている［Tignor 1971: 
241］．1925年の東アフリカ委員会（East Africa Commission）の報告書ではすでに，アフリ
カ人の家畜が増加した結果，牧畜地域の一部で明らかな後退傾向がみられることに，注意が払
われていた［East Africa Commission 1925］．1927年には，地域の生態環境内で支持すること
のできない余剰分の家畜とその皮革の処分方法について検討するための委員会が組織された
［Kenya Land Commission 1934a: 500］．1929年には，農業科学者ホール（D. Hall）を長とす
るケニア農業委員会（Kenya Agricultural Commission）が派遣されたが，そのとき作成された
報告書は，アフリカ人による非合理な生業管理によって植民地の土壌が脅かされつつあるとい
うトーンをすでに帯びていた［Colony and Protectorate of Kenya 1929］． 4)ケニアの全土で土地
問題について包括的な調査を行なったケニア土地委員会（Kenya Land Commission）は，1933
年に作成された報告書で，土壌侵食の主因のひとつと考えられていたアフリカ人による家畜の














られていた．そのなかでも，当時イギリスの植民地省農業諮問官（Colonial Office Agricultural Advisor）として
各植民地で侵食問題について調査を行ない，この問題について影響力のあったストックデール（F. Stockdale）
は，イギリス帝国下の植民地における土壌侵食問題について概観した論文のなかで，ケニアの状況の深刻さを
指摘していた［Stockdale 1937b: 290］． 
 3) 保護領域は国王の支配領域ではなく，保護民とは国王との忠誠関係にない「保護下にある外国人」の地位にあ
る．ケニア領域の法的地位が植民地（Colony），アフリカ人がイギリス臣民（British subject）となったのは，ケ
ニア（併合）枢密院令（the Kenya（Annexation）Order in Council）が施行された 1920年のことである［平田 
2009: 136-139］．
 4) ホールは，サウスイースタン農業カレッジ学長，ロザムステッド農業試験場所長などを歴任したイギリス
の農業科学者であった．また，1909年に制定された開発・道路改良基本法（The Development and Road 
Improvement Funds Act）に基づいて設置され，イギリスの農業研究体制を確立するための中核的な機関であっ
た開発委員会（Development Commission）の実質的な運営者でもあった［並松 2009: 111］．
 5) ケニア土地委員会は人口，農業，動物管理，公衆衛生等について政府官僚に聞き取り調査を行なっているが，
当時農務局長（Director of Agriculture）だったホーム（A. Holm）は過去 13年間の間に原住民居留地内の土壌














化・グローバル化に積極的な役割を果たした［水野 2009: 116-122］．ストックデールは 1930
年と 1937年の 2度にわたって，ケニアを視察に訪れている．1935年には，ケニア植民地農
務局（Department of Agriculture）の定期刊行物のうちの一冊として，農芸化学者ベクリー
（V. Beckley）著の『土壌侵食』が刊行された［Beckley 1935］．また，農務局のマハー（C. 
Maher）は土壌悪化の危険性を周知するためのキャンペーンを展開し，この問題について新聞
や雑誌に論文を寄稿するとともに，1938年の土壌保全局（Soil Conservation Service）設置に






ト・ホール（Fort Hall）の低地部の名前を挙げている［Stockdale 1937b: 89］．これらはいず
れもアフリカ人諸集団に対して割り当てられた原住民居留地であり，ヨーロッパ人が入植し農
園経営をしていた所謂ホワイト・ハイランド（White Highland）はそこに含まれていない．つ
 6) 1930年代半ばから，イギリスの農業と動物衛生に関する植民地諮問委員会（Colonial Advisory Council on 










































































































 8) たとえば 1932年にまとめられた南アフリカの原住民経済委員会報告書では，生活に関するアフリカ人の諸














［Kenya Land Commission 1934a: 494］． 9)
人類学者や生態学者による近年の調査によって，植民地勢力による介入によって地域的な民
族紛争はむしろより複雑化し，アフリカ人の家畜もかえって流行病に対して脆弱になったこと















































 10) ロマネス講義とは，イギリスの進化生物学者ロマネス（G. Romanes）が 1892年にオクスフォードで開始した
































 11) 1911年のライキピア（Laikipia）地方からのマサイの集団移動については，ハフ（L. Hughes）による詳細な歴
史的モノグラフを参照［Hughes 2006］．











とは，委員会としてはできない」と慎重に述べるにとどまっている［Kenya Land Commission 
1934a: 362］．そこで代わりに提示されたのが，アフリカ人に土地を利用する正しい方法を教

























生まれて」［Kenya Land Commission 1934a: 363-364］いたし，さまざまな改善策が実行され
てきたマチャコス居留地でも，「状態はオーバーストッキングによって悪化の一途をたどって」
おり，「教育だけに頼っていてはダメージが修復不可能になるまでよりよい動物管理の方法が
学習されないのではないか」と危惧されていた［Kenya Land Commission 1934a: 360］．「オー
バーストッキングの問題は甚大で急を要する事項であり，仮にすぐに決定的な手段が採られな
いと，多数の原住民居留地は破壊され，その住民も飢餓状態にまで減らされるだろう」［Kenya 




















書の大半は，ケニアの居留地に関して私たちが書いていたかもしれないものである」［Kenya Land Commission 
1934a: 497］．











（District Officer）は直接の上官に当たるリフトヴァレー（Rift Valley）の州知事（Provincial 












 17) KNA PC/RVP 6A/23/12．
? 1??????????????????????????????
セクション 首長 現有頭数（A） 認可された頭数（B） A-B
El Masula Lengerassi 18,110 13,200 4,910
Il Pisingishu Lepurkon 5,832 6,400 －568
Lorogishu Sambo 6,348 5,200 1,148
Lugumai Longonyak 3,476 4,800 －1,324
Long’elli Lokorokoro 3,904 4,400 －496
Lemusi Larongai 346 2,000 －1,654
Il Mwesi Laisoni 2,006 1,600 406
Ndorobo Leratia 5,238 1,600 3,638


















た［Colony and Protectorate of Kenya 1929: 21］．在来家畜がアフリカで流行する疾病に対
して強い免疫力をもっているので，畜産業を営む入植者は輸入した家畜をグレードアップさ
せるよりもアフリカ人から家畜を調達するほうが得策だと考えられたのである［Colony and 






























［Colony and Protectorate of Kenya 1926: 38］．したがって，彼らが習慣的に牛肉を食用するよ
うになるには，まずは彼らの気質に働きかけなければならない．「家畜はただの経済的な資産
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